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農業者のほか、コンサルタントや建設業者など、地域の人
たちと連携して農村づくりを進めます。
現場が「形」としてできあがったときは、地域の人たちとと
もに喜びを分かち合い、充実感を味わうことができます。

北海道は、我が国最大の食料供給
地域として、多くの農畜産物で生産
量全国一を誇ります。

業務に必要な技術や知識は、上司・先輩職員の指導のもと、OJTによりしっかり学べます。
また、階層に応じた研修（Off-JT）等で着実にステップアップすることができます。

広大なフィールドで、

活力に満ちた
魅力ある農村づくり。
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北海道が生産量全国一を誇る主な農畜産物

資料：農林水産省「作物統計」、「牛乳乳製品統計」、「畜産統計」、
「食肉流通統計」、（公社）日本軽種馬協会「軽種馬統計」
令和3年(2021年)
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職　名 技　師 主　任 係長・主査

30代前半～6年目～4～5年目

技術力向上研修（希望者）

能力開発研修（希望者）

2～3年目1年目 40代～

主任研修構造物研修基礎的工種研修
農政部3年目研修・
基礎的技術研修

新人研修・
積算研修

新採用職員研修 採用3年目職員研修

係長級研修

主任級研修 係長級研修

経験年数または年齢

農業農村整備
関係職員研修

行政職員
共通研修

耕地出張所12カ所
（総合）振興局14カ所
北海道庁
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全道27カ所の勤務地があり、様々な地域で農業
農村整備に携わるので、各地域の食・自然・文化
などに触れることができます。

日高振興局（浦河町）「優駿さくらロード」 根室振興局（根室市）「風蓮湖の野鳥」

十勝総合振興局（帯広市）
「十勝平野」

渡島総合振興局（函館市）「函館山」

留萌振興局（留萌市）「黄金岬」 胆振総合振興局（室蘭市）「地球岬」 檜山振興局（江差町）「かもめ島」

都道府県別の食料自給率

単位：％　（農林水産省 R3年度）

カロリーベース

（全国：38％）
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カロリーベース

北海道 223
秋田 204
山形 147
青森 120
新潟 109



北海道職員になって12年目になりますが、5年目の時に
結婚、現在は3人の子どもの父親として、子育てと日々の
業務の両立に励んでいます。これまでにも旭川、深川、士
別と勤務地は変わりましたが、どの職場もチームワーク
が良く、男性の育児にも協力的で、子育てにも優しい環
境でした。上司も積極的に相談に乗ってくれたので、出
産前後の育児休暇で子どもたちの世話をすることができ
ました。これからは自分の経験を生かして後輩の職員が
幸せな家庭を築けるようにアドバイスしたいですね。
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北海道の農業を守るために全道各地で活躍している先輩職員たちに、
業務のやりがいや職場の雰囲気、福利厚生などについて語っていただきました。

平成24年度採用

青森の五所川原農林高等学校で学んだことを生かすこ
とができると感じたのが採用試験を受けるきっかけで
す。北海道の職員ということで、最初は堅苦しいイメー
ジがありましたが、実際に配属されると上司や先輩は優
しい人ばかりで、めちゃくちゃ働きやすい職場でした。
主な業務は水田の区画整備で、1年目は先輩職員のサ
ポート、2年目から独り立ちという、段階を踏んで業務を
任されましたが、分からないことはいつでも上司や先輩
職員が丁寧に教えてくれるのでとても心強いです。

令和4年度採用

専門的な知識を身に付けたくて帯広農業高校で農業土
木工学科を専攻しました。北海道庁を選んだのは、きちん
と休みが取れて福利厚生もしっかりしているからです。主
な業務は南幌町の農地整備です。設計と積算の調整を行
い予算内に収めるのは大変ですが、現場監督を務めた道
路が完成したときは感動しました。プライベートでは振興
局の野球チームや農政部のアイスホッケーチームに参加
して汗を流しています。業務と休日が両立できて、スポー
ツを通じた仲間づくりもできるので充実しています。

令和3年度採用

現場では自分が監督として、工事計画の段階確認、品質管理の
確認などを行うので、業者とのコミュニケーションを大切にして
います。

北海道庁で農業土木の仕事に就きたいと思ったのは、出身地
の熊本では体験できない壮大な仕事だったからです。決めら
れた工期の中で、日々の成果が目に見えて分かるのが楽しく
て、性格的にも合っていると思います。根室振興局は牧草地
を改良する草地整備が主な業務で、草地整備により、作業性
の悪い土地が、良質な飼料を生産し酪農を支える土地に生ま
れ変わった姿を見ると感動します。上司や先輩職員の皆さん
は優しくて、同世代も多くて話しやすい雰囲気の職場なので、
これからも新しいことにチャレンジしていきたいです。

令和3年度採用

係長のサポートの下、1年目から担当地区を設計して現場に出ま
した。2年目からは担当地区も増えたので、さらにやりがいを感じ
ています。

休日は子どもが中心で、公園で遊んだり近隣の市町村をドライブし
て、各地の特産品が食べられるイベントを楽しんだりしています。

十勝総合振興局で勤務していた時に主人と出会って令和元
年に結婚しました。その後、夫婦共に札幌の本庁舎勤務とな
りましたが、現在は1児の母親として子育てに励む毎日を過
ごしています。女性は出産予定日の8週目から産休に入り、
出産後も子どもが3歳になるまでは育休を取得できますが、
職場の復帰時期に関しては業務内容を元に上司と相談して
決めることができます。主人も多忙な時期にも関わらず育休
を取得できたので、子育てを応援してくれる働きやすい職場
だと感じています。

プライベートは家族でキャンプに行ったり、隣町に土地を借りてジャ
ガイモやサツマイモ、トマトなどを育てたりして楽しんでいます。

怖い人やうるさい人がまったくいなくて、上司や先輩職員も話しやす
く、同世代のつながりもあるので、この職場で良かったと思います。

室蘭工業大学の大学院で核融合炉の構造材料について
研究をしていた私が、北海道職員として農業土木の道を選
んだのは、大学時代の同級生が北海道職員として大学へリ
クルートに来た際に、話を聞いて興味を持ったからです。
採用試験は専門分野を学んだ人々を広く募集する専門試
験口述型を受けたので、自分が学んできたことを分かりや
すく伝えることを心掛けました。採用後は農業土木に関す
る知識がなく不安でしたが、職場の上司や先輩がしっかり
とサポートしてくれるので安心して働くことができました。

令和3年度採用

平成23年度採用

現在は主にため池の改修工事の設計と監督、予算管理を担当してい
ます。農地が良くなって、農家の皆さんから感謝されることにやりが
いを感じます。

北海道帯広農業高等学校
農業土木工学科卒業

帯広畜産大学畜産学部卒業

室蘭工業大学大学院
生産システム工学系専攻修了

岩手大学農学部卒業
北海道岩見沢農業高等学校
農業土木学科卒業

青森県立五所川原農林高等学校
環境土木科卒業
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